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１． 研究課題

人間や情報システムの表層にありながら必ずしも意識されない潜在的な情報が、顕在的行

動に与える影響の科学的解明と活用を目指した実験・調査研究を行う。認知科学では従来、

自覚的な言語報告や身体動作の測定に重きが置かれてきたが、我々のこれまでの研究により、

むしろ自覚的でない情報が人間の行動や意思決定に決定的な影響を持つことが分かってきた。

そこで本研究では、過去 10 年間、渡邊研究室で用いられてきた研究手法（身体動作、認知行

動や自律神経応答の計測）を継承し、人間が五感情報を知覚・認知する際の注意過程、意思

決定プロセス、行動への変換過程などを、潜在・顕在過程の両面から解明することを目的と

する。特に、人間の無自覚的あるいは潜在的な反応が人間の自然な認知・行動に及ぼす影響

を焦点に当て研究を行う。

２． 主な研究成果

今年度も昨年度に引き続き、1）顔認知・記憶の潜在処理と顕在処理（スイス・顔認知）、2）

我々が開発しオープンソース公開も行っている、人が話している時に音声に感情表現を与え

ることのできるデジタルプラットフォーム（Da Amazing Voice Inflection Device: DAVID）

を用いた感情変調による知覚・認知の変容に関わる研究を主として行った。

1）の顔認知・記憶の潜在処理と顕在処理はスイスならびに米国との国際共同研究として行

われている。顔に含まれる潜在的な情報が対象人物の印象やアイデンティティ知覚に与える

影響のみならず、それを見る側の知覚・認知・精神状態に与える影響について、国際共同研

究によってその人種を問わないヒトという種に共通した普遍性と、文化による差異とを明確

に区別することが目的である。スイス（フリブール大）とのプロジェクトにおいては、これ

までスイス側研究者含め双方が往来を重ね、国際顔データベースの構築を進めてきた。本年

度でデータの蓄積が終了させることができたため、スイス側と連携しながらデータベースの

構築とその公開に向けた作業を行っている。また、米国（ミシガン大）とのプロジェクトにお

いては神経生理学的手法をベースとして顔表情処理の文化差・同一性を探究すべく共同研究

を昨年度スタートさせた。本年度は、日米での同一の実験環境の構築に向けた作業を進める

とともに、神経生理学的データの取得に必須となる、文化共通の標準化された実験刺激の作

成を行った。今後はこの実験刺激を用いて、顔認知に関わる神経生理学的データの取得を進

めてゆく

2）のプラットフォームは、参加者が音読している時に、「楽しい」「悲しい」「怖がってい

る」 ように聞こえる感情フィルタをかけながら自身の声を聞かせると、自分の声の変化に気



づかない時でも、自身の感情を変化させることが可能とさせるものである。本年度はこのプ

ラットフォームを用いて、二者による会話時に、話者同士の発話を同じ感情方向もしくは反

対の感情に変動させた場合に、どのような感情生成や対人印象形成がなされるか心理学的・

生理学的両側面から検討した。実験の結果、相手の気分状態の推定や印象形成に音声同調の

影響が見られる可能性が示唆され、さらに頑健な結果を得るために参加者を追加し、実験を

継続しているところである。
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５． 研究活動の課題と展望

本プロジェクトでは、人間や情報システムの表層にありながら必ずしも意識されない潜在的

な情報が、顕在的行動に与える影響の科学的解明と活用を目指している。今後、データベー

スの構築と公開、神経生理学的データの取得、そしてさらなる実験の実施等の各研究の課題

に取り組むことで、国際的にインパクトのある研究成果を得るとともに、積極的にその発信

（学術論文等）を進めていく。


